
連続ワークショップ

：読み解くことについて

第３回

理論を外挿する
ーー「クレヨンしんちゃん 嵐を呼ぶ モーレツ! オトナ帝
国の逆襲」における未来



前回の復習：

•「語り（narrative）」に着目する
•どういう視点から構築された世界・設定なのかを把握する
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前回の復習

•語り（ナラティブ）
• ≠あらすじ、物語（ストーリー）
• 誰の立場からストーリーが見られているか、語られているか

•語り（ナラティブ）は、物語（ストーリー）の設定条件になる
• 報道や記事をみるときにも常に大事
• 偽の「中立性」に敏感になる
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4

安藤宏『「私」をつくるーー近代小説の試み』岩波書店、2015年

「小説とは言葉で世界をつくること．その仕掛けの鍵
は，「私」──．言文一致体の登場とともに生まれた
日本近代小説の歴史は，作品世界に〈私〉をどうつく
りだすかという，作家たちの試行錯誤の連続であっ
た．漱石や太宰などの有名な作品を題材に，近代
小説が生んだ日本語の世界を読み解く，まったく新
しい小説入門」
（https://www.iwanami.co.jp/book/b226359.html ）

https://www.iwanami.co.jp/book/b226359.html


本日のテーマ：理論的な解釈

•作品を読むための理論がたくさんある
• （ポスト）コロリアニズム、フェミニズム、精神分析 etc.
• 前回のクィアリーディングもその一例といえる

•本文だけの検討では分からない（＝勉強する必要がある）
• ある具体的な物がどのように象徴的に関連しているかについて、知識を借りる
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ワーク１：レポートでの作業をひもとく
：リバースエンジニアリング

•要素を拾い集める（これまでと変わらない作業）
• 「懐かしいって、そんなに良いものなのかな」「大人にならないとわからないんじゃない？」
• 白黒テレビ、古い車、レコード
• 「現実の21世紀が放つ臭いは俺には耐え難い悪臭だ。一刻も早くおさらばしたいよ（中略）みん
な帰りたいのさ。20世紀に」

•解釈（説明）を加える
• 「ノスタルジーは子供たちには共有されない情感であることが前提される」
• 「懐かしさを示す様々な記号が挿入される」
• 「20世紀への回帰」
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ワーク１：レポートでの作業をひもとく
：リバースエンジニアリング

•先行研究という「理論」を参照する
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日本人は、アニメにおいて科学技術あるいは、それにより表象される仮想の未来に対する恐怖感 
を表明する傾向があると指摘したのは、オノである。オノは、宮崎駿の作風を例に、制御不能な兵 
器を備えた未来よりも、共同体的な生活に根ざした理想的な過去の方が、日本の表象芸術では
好 んで描かれてきたと言い、オトナ帝国を例に挙げて、ケンがそうした未来への不安感を表明し
ている と述べる。

「汚いゴミ」に主観的に代表されるよ うな現実の 21 世紀こそが、科学技術に基づく産業の所産と
指摘できるかもしれない

引用：

解釈：



ワーク１：レポートでの作業をひもとく
：リバースエンジニアリング

•先行研究という「理論」を参照する
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回想を終えたひろしは、涙しながら目を覚ます。ひろしの靴のにおいは、まさに彼の足跡をたどった においだと言えるのだ。

デーヴィスによれば、人は生活あるいは人生において非連続性が現出するときにノスタルジーに浸りやすいという。

摘示：

引用：

これにより、過去の美化というモーメントは相対化され、家族と暮らす現在に も大きな価値が回復されることが表象されたと言
えるだろう。

解釈：

ひろしは、家族との連 綿と続く思い出によってノスタルジーを超克したと、学問的にはこじつけられるかもしれない。（再）解釈：



ワーク２：クライマックスを観た上でグ
ループディスカッション

•グループで議論→全体で共有
• クライマックスは、どのような決定的な意味を持つか、まとめてみよう
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まとめ

•借りてきた知識のまとまり：理論を介して作品を味わう
• 本文だけから読み取れる以上の豊かな情報が得られるかもしれない cf. 病跡学

•記述（描写・要素の摘示）→引用・参照→解釈はあらゆる研究の典型
• 引用・参照にあたって（新しい）知識を取り入れることが必要になる
• 探究はここまで（でいいかもしれない）。しかし研究は「こう読んだらこうなる」以上の理論的貢献が必要
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